
●コーナーガードはレール部にしっかりとはまっているか確認

　してください。

スリット部にゴミ詰まり

などがないか定期的に必

ず確認を行ってください。

同様にパイプ類などにも

ゴミ詰まりがないか確認

を行ってください。

ゴミを放置すると重大な

事故に繋がる可能性があ

ります。（水槽の水があ

ふれる原因となります）

はまっているか確認

※製品の改良又は、その他諸事情により断りなく製品の仕様を変更する場合があります。
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※保証書につきましては、レグラス水槽の取扱説明書にあります保証書をご利用ください。
●保証の対象は、正常な使用状態においての水槽からの水漏れのみを保証（無償修理）するものです。
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●水槽の底の穴位置（中心位置）は、水槽外側より

　80±2mmの位置にあります。

オーバーフロー穴位置

スリット

ガラスブタ

センターアーム

ウレタンマット

オーバーフロー
パイプ用穴

ガラスブタ受け

■必ず水槽の下に付属のウレタンマットを敷いてご使用ください。ウレタンマットを敷かずにご使用されますと水槽の割れや

　水漏れの原因になります。（底ガラスの穴にウレタンマットがかぶらないように設置してください）

■900L/1200Lのガラスブタをご使用の際は、センターアームを下図の様にはめ込んでください。

　センターアームは中央にはめてください。中央からずれるとガラスブタが落ちる原因になります。

　（600サイズの水槽には、センターアームは付属されていません）

●メタルハライドランプなど高光度、高照度のライトをご使用される場合は、センターアームが変形する恐れ

　がありますのでご注意ください。

●アロワナなどの大型魚を飼育される場合は、魚がガラスブタをはね上げることがありますのでご注意ください。

●ガラスブタ受けは、3種類のガラス厚に対応しています。

　ご使用される水槽のガラス厚を確認し、下図のように組み

　立ててください。

※6mmの場合はBの幅の広い方

をAに差し込み、8mmの場合

は狭い方を差し込みます。

※10mmの場合は、Bは使用せ

ずにAのみを水槽のガラスに

はめ込んでください。

A

B

溝を合わせて
差し込む

■ガラスブタ受けの組み立て…

A

B

ガラス

A

ガラス

A

B

ガラス

ガラス厚6mmの場合 ガラス厚8mmの場合 ガラス厚10mmの場合

ご注意

こちらのガラスブタはイラストの

向きで設置されることをお薦め致

します。



●本製品は、物を当てたり、叩いたり、乱暴に扱ったりしないでください。

　割れたり、変形して水漏れをおこす原因になります。

このたびは当社製品をお買い求めいただきまして、誠にありがとうございます。

本書では、当社製品をご使用になる人や、他の人への危害、財産への損害を未然に

防止するために、必ず守っていただきたいことを、次のように説明しています。

レグラス オーバーフローセット 取扱説明書
この取扱説明書は、大切に保管してください。

警告
注意

必ずお読みください。

■ご使用の際には、次のことを守ってください。

安全にお使いいただくために

組み立て方

オーバーフローパイプの組み立て

組み立てのポイント

OUT側

IN側

●風通しが悪く、水槽周辺が極端な温度差になる場所や、直射日光があたる所には設置しないでください。

　周辺温度が10～30℃範囲内で、ほぼ一定の温度が保てる場所に設置してください。

●お手入れの際には、シンナーや洗剤などの薬品は使用しないでください。

●毎日、パイプの取り付け状態が正常か確認してください。給水パイプやオーバーフローパイプが外れると水槽の水がろ過槽

　に落ち、ろ過槽から水が溢れます。特に大型魚などを飼育される場合は、注意してください。

●お手入れの際などにポンプの作動を止めた場合や停電時は、水槽の水位がオーバーフローパイプ上部まで下がり、水がろ過

　槽に落ちますので、ろ過槽の水位は、その水量を見越した水量にしてください。

※本製品を組み立てられる前に、必ず別紙レグラス水槽の取扱説明書も良くお読みください。

※下記、オーバーフローパイプの組み立ての前に、本紙裏面の図のように水槽の下にウレタンマットをセットしてください。

●組み立てる前に、必ず水槽及び付属パーツに破損がないかご確認ください。

オゾン発生装置や直接照射タイプの殺菌灯などを使用されるとゴム・樹脂パーツを著しく劣化させますのでご注意ください。

最後に木槌やゴムハンマーなどで軽く数回叩く

（割れや傷が付かないように柔らかい布などをあててください。）

●VU40/50排水エルボ、VU50用排水ソケット、VU50パイプ、VU50オーバーフロー

　パイプは下記手順と記載内容をお守り頂き、組み立てを行ってください。

VU40/50排水エルボへVU50パイプを奥までしっかりと差し込んで

ください。（市販の塩ビ用接着剤を使用してください。）

VU40/50排水エルボとVU50パイプの接続。

必ず下記①、②の接着が

乾いてから叩いてください。

（VU40/50排水エルボが下に

　落ちる可能性があります）

配管組図

配管断面図

VU50用排水ソケット

（内径60φ）

※水槽に固定されています。

水槽固定型

VP13給水パイプ

（外径18φ）

VP13パイプジョイント透明

（外径18φ）

VP13パイプジョイント透明
（外径18φ）

VP13エルボ90度透明

（内径18φ）

VP13エルボ90度透明
（内径18φ）

VU50オーバーフローパイプ

（外径60φ）

底ガラスが破損する恐れが

ありますので、叩きこまないでください。

慎重に奥まで入れてください。

ろ過槽の高さにあわせて

カットしてください。

ろ過槽の位置にあわせて

カットしてください。

しっかり奥まで入れてください。

しっかり奥まで入れてください。

しっかり奥まで入れてください。

VU50パイプ

（外径60φ）

エンビ用接着剤で接着

①

②

③

エンビ用接着剤で接着

エンビ用接着剤で接着

13接続パイプ

（外径18φ）

VP13ソケット

空気穴（下向き）※1
＜逆流防止穴＞

VU40/50排水エルボ

（内径48/60φ）

VU40接続パイプ

（外径48φ）

1

水槽

コーナーガード

VP13エルボ45度透明
（内径18φ）

VP13エルボ45度透明
（内径18φ）

VU50オーバーフローパイプ
（外径60φ）

VU50オーバーフローパイプ
（外径60φ）

VU50パイプ
（外径60φ）

VU50パイプ
（外径60φ）

VU50パイプ
（外径60φ）

すき間あり

すき間なし

VU50パイプ
（外径60φ）

VU50パイプ（外径60φ）

VP13給水パイプ
（外径18φ）

※水槽に固定されています。

VU50用排水ソケット
（内径60φ）

VU40/50排水エルボ
（内径48/60φ）

VU40/50排水エルボ
（内径48/60φ）

VU40/50排水エルボ
（内径48/60φ）

VU40/50排水エルボ
（内径48/60φ）

VP13接続パイプ
（外径18φ）

VU40接続パイプ
（外径48φ）

ここの差し込みは、
接着剤で接着しない

ここの差し込みは、
接着剤で接着しない

強く差し込んでください。

強く差し込んでください。

※1ポンプが万が一停止し
　た場合など逆流防止穴が
　付いているので、水の逆
　流を防止します。

※接着剤を使うか使わないかで差し込みの深さが変わったり、また差し込む力により配管の

　仕上がり寸法が異なります。
※配管接着の前に必ず仮組みをし寸法の確認を行ってください。

※配管接着の前に必ず仮組みをし寸法の確認を行ってください。

※配管接着後、各接続部分から水漏れがないかご確認ください。
※組み立て不良、接着不良による損害はいかなる場合も弊社は責任を負いかねますのでご了

　承ください。

水槽固定型

※水槽に固定されています。

VU50用排水ソケット
（内径60φ）

VU50用排水ソケット
（内径60φ）

水槽固定型

（接着しない）

（接着しない）

（接着しない）

1

1

VU40/50排水エルボを接続したVU50パイプをVU50用排水ソケット

の奥までしっかりと差し込んでください。

（市販の塩ビ用接着剤を使用してください。）

VU50パイプとVU50用排水ソケットの接続。2

VU50オーバーフローパイプをVU50用排水ソケットの奥までしっか

りと差し込んでください。（接着はしない。）

VU50用排水ソケットとVU50オーバーフローパイプの接続。3

2

3

A

B

Aから見た図

Bから見た図

すき間あり

VU50パイプ（外径60φ）

VU50用排水ソケット
（内径60φ）

すき間なし

VP13ソケット

底ガラスのオーバーフローの穴位置の公差や

コーナーガードのスリットの穴位置の公差に

より、VP13パイプジョイント透明がコーナ

ーガードに対してまっすぐにならない場合が

ありますがご了承ください。

吐出方向については、VP13エルボ45度透明

の角度で調節ください。


